
■対象区域の概要
○札幌市（都心部・郊外）
○面積：約1,121 km²（札幌
市全域）
○人口：約197万人（札幌
市全域）

 対象区域のビジョン
・健康をきっかけとした市民
参加型のデータシステムに
基づき、歩行や回遊等の市
民の行動変容を促進し、健
康と賑わい向上を実現

ICTにより健康・快適を実現する市民参加型スマートシティ
（スマートウェルネスシティ協議会） １
■ 事業のセールスポイント
• スマートシティを「市民参加」により実現（データ提供、まちづくりへの関与）
• ICTにより、人の「行動変容」（徒歩中心のライフスタイル、回遊）を促進し、「健康」と「賑わい」の向上に寄与

■本事業全体の概要
札幌市位置

• 本事業では「健康をきっかけとした市民参加型のデータシステム」の構築を目指す
• 市民個人のデータを積極的に活用しながら、市民の健康行動や回遊行動を促進

し、健康寿命延伸、まちのにぎわい創出を実現することを目標とする



ICTにより健康・快適を実現する市民参加型スマートシティ
（スマートウェルネスシティ協議会） ２

運営体制

スマートシティの目標(KPIの設定) 導入技術

公民連携による以下の体制を構築

●健康指標
・市民平均歩数：1500歩／日の増加（約20％増加）
●賑わい指標
・観光消費額：7500億円/年（約20％増加）

行
動
変
容
の
概
念
図

健幸ポイント等の「インセンティブ」、ICTサービス等の「情報提供

」、エリアマネジメントの「コミュニティ」分野により持続的な「市民
参加」と「健康行動」を促進

取
組
メ
ニ
ュ
ー

健康寿命の延伸、ウォーカブルなまちづくり、公民連携のエリア
マネジメントをICTをもとに展開



ICTにより健康・快適を実現する市民参加型スマートシティ
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ビジネスモデル スケジュール

●短期の取組内容
・2020年度；基礎技術の実証実験を実施
・2021年度：ビジネスモデル検証（一部の費用に、民間
資本等を活用した検証を実施）
・2022年度：サービス・システム実装（スモールスタート
で実サービスを導入）を目指す
●中長期の取組内容
・対象範囲を拡張、各サービスの構成要件等の見直し

データ活用方法

持続可能な取組とするため下記のビジネスモデルを
検討
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都心部
の将来イメージ

サービス名 ①健幸ポイント事業 ②都心ＩＣＴサービス ③健康支援ＩＣＴサービス ④スマートエリア・マネジメント

サービス内容 ・歩行数や公共交通利用回数に応じて

ﾎｲ゚ﾝﾄ付与。

・人流ビッグデータも取得

・ﾕﾆﾊﾞー ｻﾙな歩行支援情報

・アプリ、ｻｲﾈ ｼーﾞで提供

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸ゙のICTｲﾝﾌﾗ整備

・アプリで健康ｲﾍﾝ゙ﾄ情報やSNSを提供。市民間

の繋がりで健康増進を継続。

・都心部のｵ ﾌー゚ﾝｽﾍﾟー ｽを活用し健康増進や賑

わい創出に係るｲﾍﾝ゙ﾄを開催。

暮らしの変化① 街のｳｨﾝﾄ゙ｼｮｯﾋ゚ﾝｸ゙を楽しみながら健幸ﾎｲ゚ﾝﾄをｹｯ゙

ﾄ。貯めたﾎｲ゚ﾝﾄで買い物もできる。都心で過ごす

時間が増え、まちの賑わいにも貢献している。

まち角でのｲﾍﾝ゙ﾄが多くなってきた。今日もｻｲﾈｰ

ｼﾞを活用しｲﾍﾝ゙ﾄ情報を検索する若者が集まって

いる。アプリだけでなく多様な媒体で情報が取得

可能。

―

地下空間に遊びに来た若者たちが、ｻｲﾈ ｼーﾞを

活用し都心部でのｲﾍﾝ゙ﾄ情報を検索。そこまでの

ｱｸｾｽﾙ ﾄーはアプリと連携させ、歩行ﾅﾋ゙で目的地

まで誘導。

暮らしの変化② 健幸ﾎｲ゚ﾝﾄにより公共交通を利用する市民が増

加。歩行と公共交通の増加でｺﾝﾊｸ゚ﾄ+ﾈｯﾄﾜ ｸーの

実現にも貢献。

地下空間を歩行しながら、消費ｶﾛﾘー を確認。ｳｨ

ﾝﾄ゙ｼｮｯﾋ゚ﾝｸ゙を楽しみながら健康づくりもでき便利。

もう少し歩きたいから、次のｲﾍﾝ゙ﾄか店舗を検索

し、歩行ﾙ ﾄーも確認。

右と同じ。一体サービスで展開。

―
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ICTにより健康・快適を実現する市民参加型スマートシティ
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郊外部
の将来イメージ

サービス名 ①健幸ポイント事業 ③健康支援ＩＣＴサービス ⑤スマート・プランニング ⑥スマート・スノー

サービス内容 ・歩行数や公共交通利用回数に応じて

ﾎｲ゚ﾝﾄ付与。

・人流ビッグデータも取得

・ｻｲﾈ ｼーﾞで健康ｲﾍﾝ゙ﾄ情報やｼｮ゙ｷﾝ゙ｸ゙ｺー ｽ等の情

報を提供。

・市民の繋がりをつくるため、掲示板機能も提供。

・市民参加型のﾋ゙ｯｸ゙ﾃ゙ ﾀーで歩行空間や自転車

道整備、ｵ ﾌー゚ﾝｽﾍﾟー ｽの有効活用ﾌ゚ﾗﾝを計画。

・ＩＣＴを活用し、効率的な除雪を実現。これにより

ウォーカブル都市の実現を支援。

暮らしの変化① 駅前のｼｮｯﾋ゚ﾝｸ゙ｾﾝﾀー で買い物を楽しみながら健

幸ﾎｲ゚ﾝﾄをｹｯ゙ﾄ。貯めたﾎｲ゚ﾝﾄで買い物もできる。

都心で過ごす時間が増え、まちの賑わいにも貢

献している。

今日の体調にあわせて最適なｼｮ゙ｷﾝ゙ｸ゙ｺー ｽをｻｲ

ﾈ ｼーﾞで検索。来週はマラソン大会に参加するた

め、いつもより心肺負荷の高いｺー ｽを検索。科

学的なﾃ゙ ﾀーも掲示されるので。とても便利。

今まで賑わいの無い駅前空間だったが、最近は

歩道が拡幅されるとともに、休息ｽﾍﾟー ｽや賑わい

ｽﾍﾟー ｽも創られるようになり、まちの雰囲気が随

分変わってきた。

人流ﾋ゙ｯｸ゙ﾃ゙ ﾀーと気象ﾃ゙ ﾀー、道路幅員ﾃ゙ ﾀーの活用

で、歩行者の多い道路から除雪作業を重点的

に進めてくれるので、冬季もｳｫー ｶﾌ゙ﾙな空間にな

り、みんなの外出意向が高まる。まちの賑わい

創出にも貢献。

暮らしの変化② 健幸ﾎｲ゚ﾝﾄにより公共交通を利用する市民が増

加。歩行と公共交通の増加でｺﾝﾊｸ゚ﾄ+ﾈｯﾄﾜ ｸーの

実現にも貢献。

― ― ―
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